
指導方法等の改善計画について 〔国語科〕              呉市立吉浦  中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【課題１】 

文脈に即して語句の意味を的確に捉えながら読むように指導する必要がある。その際，その語句の一般的な意味

を踏まえ，文脈の中における，具体的，個別的な意味を捉えるよう指導をする。 

【課題２】 

内容を整理して書く問題に課題があるため，書く指導の際，条件をあげて指導を行う。文章の言葉を用いながら

自分の考えを書くことができるよう継続して指導を行う。 

 

※ 小中一貫した取組については，叙述に即して文章を読み取ったり，根拠を明確にして自分の考えをまとめた

りする活動を多く取り入れる。 

 

 

 
 

 

【課題１】 

文脈の中で適切に使う問題に課題がある。（彼はせきを切ったように話し始めた）

という問題の正答率が低い。（設問Ａ８三エ ２７．１％） 

 

【課題２】 

目的に応じて文章を読み，内容を整理して書く問題に課題がある。 

（設問Ｂ１三 １２．１％） 

重点課題  重点課題に対応した改善指導内容及び方法（授業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ問題 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｂ問題 

全国学力・学習状況調査 本年度正答率 

0

25

50

75

100
書くこと

読むこと

伝国

話す・聞くこと

全国平均

県平均

本校

本校  79 ％ 
全国  76.1％ 
県  76 ％ 

【課題１】 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法     
３学年 

学年末試験 
 

２学年 
学年末試験 

目標値     ６０％  ５０％ 

実施後数値     ７０％  ６７．４％ 

 
【課題２】 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法     ３学年 
学年末試験  ２学年 

学年末試験 

目標値     ６０％  ５０％ 

実施後数値     ７５％  ６６．５％ 

 

来年度に向けて 

漢字の語句や語彙，言葉の決

まり，言語生活など基礎的・基

本的な事項を身につけ，適切に

用いることができるよう継続し

て行う。また，文章の内容を正

確に理解させるために，論理の

展開の仕方を的確に捉えさせな

がら読む指導を行う。さらに，

文章の言葉を用いながら，自分

の考えを書くことができるよう

指導をする。 
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本校  65  ％ 
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県  61  ％ 

 



指導方法等の改善計画について 〔数学科〕              呉市立吉浦  中学校 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

【課題１】相対度数とはどういう意味があるのかを，,確率の単元と繋げながら，実験も交えながら理解をさせる。 

 

【課題２】課題１と同様に，割合の問題に課題がある。割合計算の反復練習を行う。割合を求めるときにはこと

ばの式，図や表に表して，文字式が意味していることを説明する場面を多く取り入れる。 

全体を通して，割合の求め方の苦手意識を克服し，相対度数，確率や標本調査の単元へとつなぎを図っていく。 

 

※ 小中一貫した取組については，「資料を活用する力」を育てるために，様々な情報や資料から，必要なものを

取捨選択する活動を多く取り入れる。 

 

 

 
 

 

【課題１】数学Ａ問題において，１枚の硬貨を多数回なげたときの表が出る相対

度数の変化の様子について，正しい記述を選ぶ問題の正答率が低い。 

（設問Ａ１５（１）２７．６％） 

 

 

【課題２】数学Ｂ問題において，通常料金をａとしたときの団体料金の１０人分

が通常料金の何人分にあたるかを求める計算からわかることを選び，その理油を

説明する問題の正答率が低い。（設問Ｂ５（２）８．６％） 

重点課題  重点課題に対応した改善指導内容及び方法（授業） 

【課題１】 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法     
３学年 

学年末試験 
 

２学年 
学年末試験 

目標値     ６０％  ５０％ 

実施後数値     ６５．６％  ２９．５％ 

 
【課題２】 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法     ３学年 
学年末試験 

 
２学年 

学年末試験 

目標値     ５０％  ５０％ 

実施後数値     ６３．４％  １８．２％ 

 

来年度に向けて 

 何を問われているのか

を考えながら，問題文を

読む指導を行う。また，

授業の大切なポイントを

聞き取る力をつけたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国学力・学習状況調査 本年度正答率 
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本校  52 ％ 
全国  46.9％ 
県  46 ％ 

 

本校  69 ％ 
全国  66.1％ 
県  66 ％ 

 



指導方法等の改善計画について 〔理科〕              呉市立吉浦  中学校 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【課題１】実験・観察における条件の整理や，その結果からわかる事実や新たに発生する疑問など，十分な考察

を加えていけるようにする。 

 

【課題２】今年実際に日本に上陸した台風による天気のデータから特徴を分析し，天気や風向の変化の特徴に関

する理解を深める。 

 

※ 小中一貫した取組については，進んで自然に関わり，その変化に気付いたり，見通しを持った実験・観察を

通して問題を解決したりする活動を多く取り入れる。 

 
 

 

【課題１】乾燥した部屋に鉢植えの植物を置いたときの湿度の上昇が，蒸散以外

にも原因があるのではないかという疑問に対し，その指摘ができていない。 

（設問９（２） 正答率１２．１％ 無回答率１５．５％） 

 

 

【課題２】台風の進路や風向を科学的に探求し，日本の天気の特徴に関する知識・

技能を活用することができていない。（設問３（１） 正答率３６．２％） 

重点課題  重点課題に対応した改善指導内容及び方法（授業） 

【課題１】 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法     
３学年 

学年末試験 
 

２学年 
学年末試験 

目標値     ５０％  ５０％ 

実施後数値     ２６．１％  ２８．６％ 

 

来年度に向けて 

実験の目的や作業工程

の理由など確実に理解さ

せる。また，身近に起こ

る現象と関連付けて考え

ていけるよう工夫する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本校  72 ％ 
全国  66.1％ 
県  66 ％ 

全国学力・学習状況調査 本年度正答率 
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【課題２】 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 

学年・方法     
３学年 

学年末試験 
 

２学年 
学年末試験 

目標値     ５０％  ５０％ 

実施後数値     ７１．７％  ３４．７％ 

 



 
２ 質問紙調査 （「基礎・基本」定着状況調査             ：生徒質問紙調査） （全国学力・学習状況調査：生徒質問紙調査） 

（１）生活・学習  

 
生徒の回答についての 

課題（現状値） 
今後の具体的な取組の内容 

学

年 
目標値 検証方法 

検証 

時期 

実施

数値 

現状値から

の伸び 

基
礎
・
基
本 

「授業では、調べたことなど，図，グラフ，

表などにまとめています。」の項目では，

肯定的評価が県平均より１７．８ポイント

低かった。（３４．７％） 

調査内容を相手にわかりやすく発表する方

法を考えさせたり，プレゼンテーションソフ

トを使って図やグラフを作らせたりする。 ２ ５０．０％ 生徒アンケート ２月 63.0% ＋28.3 

全 

国 

「学校の授業時間以外に，普段（月曜日か

ら金曜日），１日当たりどれくらいの時間，

読書をしますか。（教科書や参考書，漫画

や雑誌は除く）」の項目に課題がある。（全

く読まない５１．７％） 

図書委員会を利用して，いろいろなジャンル

の本を紹介して興味を持たせる。また，ビブ

リオバトル行い，本に対する興味を広げる。 ３ ３０．０％ 生徒アンケート ２月 52.0% －0.3 

 

（２）教科  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
生徒の回答についての 

課題（現状値） 

授業改善の方向性や 

具体的な取組 

学

年 
目標値 検証方法 

検証 

時期 

実施

数値 

現状値から

の伸び 

国 

 

語 

基
礎
・
基
本 

「国語の授業では，伝えたいことの

中心がうまく伝わるように，話の組

み立てを考えて話したり，話の中心

を考えながら聞いたりしています。」

の項目に課題がある。（よくあてはま

る１６．３％） 

相手に伝えるため（伝えたい）内容の要点を

箇条書きにし，原稿を作って伝える学習を設

定する。また，聞き取り音声などを使い，ポ

イントをつかむ練習に取り組ませる。 

２ ３０．０％ 生徒アンケート ２月 33.0% ＋16.7 

数 

 

学 

基
礎
・
基
本 

「数学の授業では，解き方や考え方

を話し合うときに理由をあげて説明

している。」の項目に課題がある。

（肯定的回答３８．８％） 

班やペア活動で，解き方や考え方を，理由を

つけて説明させる場面を多く作る。 
２ ５０．０％ 生徒アンケート ２月 71.7% ＋32.9 

全 

国 

「数学の授業で公式やきまりを習う

とき，その根拠を理解するようにし

ていますか。」の項目に課題がある。

（肯定的回答６７．３％） 

ことばの式，図や表を用いて課題と関連させ

ながら説明させる場面を多く作る。 
３ ７０．０％ 生徒アンケート ２月 84.0% ＋16.7 

理 

 

科 

基
礎
・
基
本 

「理科の実験では，自分の考えを自

分の考えをまわりの人に説明した

り，発表したりしています。」の項目

に課題がある。（肯定的回答３６．

７％） 

実験を通して，自分の考えや予想を班やクラ

スの人に説明させる場面を多く作る。 
２ ５０．０％ 生徒アンケート ２月 58.7% ＋22.0 

全 

国 

「理科の授業で，自分の考えや考察

をまわりの人に説明したり発表した

りしていますか。」の項目に課題があ

る。（肯定的回答５３．５％） 

問題解決の過程を踏まえた授業に取り組み，

小グループでの話し合いの中で自分の考え

を説明させる。 

３ ７０．０％ 生徒アンケート ２月 60.0% ＋6.5 

英 

 

語 

基
礎
・
基
本 

「英語の授業では物語や説明文など

の英語で書かれた文章を読むとき

は，書き手の伝えようとすることは

何かを考えて読んでいます。」の項目

に課題がある。（肯定的回答６５．

３％） 

リーディングの学習をする時，まず大まかな

内容を捉えさせた後，詳細を読み取る練習を

させる。 

２ ７０．０％ 生徒アンケート ２月 87.0% ＋21.7 

数学の授業で公式やきまりを習うとき，その根拠を理解するようにしています。 

英語の授業では物語や説明文などの英語で書かれた文章を読むときは，書き手の
伝えようとすることは何かを考えて読んでいます。 

国語の授業では，伝えたいことの中心がうまく伝わるように，話の組み立てを考
えて話したり，話の中心を考えながら聞いたりしています。 

理科の授業で，自分の考えや考察をまわりの人に説明したり発表したりしていま
す。 

別紙４    


